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1. はじめに 

2016 年熊本県地震以降、LGS 壁に関する研究が報告さ

れる機会が増した 1)。筆者らもスタッドとランナーの境界

部に着目した研究を報告している 2)。LGS 壁の損傷につい

ては、ランナーからのスタッドの脱落に着目した検証は

行われているが、壁の変形（たわみ）による考察は限ら

れる 3)。また、振れ止めと呼ばれるスタッドを貫通する横

桟については、製造精度が高くなかった時代に、施工の

品質を確保するために設置されたものとされているが、

結果として荷重を分散させる効果が含まれた。 

本報では、振れ止めによる変形抑制効果に着目し、複

数のケースでのデータ収集を行うことを目的とし、基礎

的な実験を行った。本研究において振れ止め及びその設

置方法の最適解を製品開発および設計時に提供すること

を目指すものとする。 

2. 実験概要 

試験状況を写真１に示す、試験体概要を図１に示す。

支持スパン（ランナー間距離） 2000mm、試験体幅

2000mmを標準試験体寸法とした。ランナーはM10ボルト

を用い 303mm ピッチで堅牢に固定した。スタッド下部は

ランナーとのクリアランス無し、スタッド上部はクリア

ランス 10mm とし、試験体幅 2000mm の中央から 303mm

ピッチで 7 本のスタッドを配置した。試験体下地材である

ランナーとスタッドは JIS A 6517 に規定される 65 形の鋼

製下地材（WS-65 及び WR-65）を用い、スタッドには実

際に使用される 600mm 程度の間隔を想定しスペーサーを

試験体寸法により 500mm 間隔で装着している。 

試験体一覧を表１に示す。振れ止め（WB-25、CC-19、

CC-25）を試験体支持スパン中央に配置したものを標準と

して、振れ止め及び仕上げ材（せっこうボード 9.5ｍｍ）

の有無等をパラメータとした。また、比較のため振れ止

めを支持スパン中央からオフセットし、２本配置した仕

様についても確認した（試験 No.4-1～4-3）。振れ止めを２

本配置した仕様は、スペーサー間隔を 600mm とした。 

試験体中央（スタッドのみの場合はスタッド、仕上げ

材がある場合は仕上げ材）に油圧ジャッキを用い、水平

に点荷重を加え、各スタッドの加力位置と同じ高さの変

位を計測した。 
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写真 1 試験状況 
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図 1 試験体図 

表 1 試験体一覧 

No. スタッド 振れ⽌め 振れ⽌め位置 仕上材
1-1 WB-25 -
1-2 CC-19 -
1-3 CC-25 -
2-1 WB-25
2-2 CC-19
2-3 CC-25
3-1 WB-25
3-2 CC-19
3-3 CC-25
4-1 WB-25 上下2本 -
4-2 WB-25 上下2本 PB9.5（加⼒⾯のみ）
4-3 WB-25 上下2本 PB9.5（両⾯）

中央1本 PB9.5（加⼒⾯のみ）

PB9.5（両⾯）

WS-65
@303
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3. 実験結果 

試験結果一覧を表２に示す。また、せっこうボード張

りなしの振れ止め WB-25 仕様の No.1-1 を基準とした剛性

比を示す。 

図 2 に No.1-1～1.3 の計測位置 C の荷重-変形関係を示

す。振れ止め WB-25 の左右スタッドへの荷重 1000N 時の

変位伝達率は 48.7％、CC-19 は 55.5％、CC-25 は 69.8％で

あった。CC-19 及び CC-25 は同程度の剛性を示しており、

振れ止めの断面性能が大きくなると、左右のスタッドへ

の荷重伝達は大きくなるが、No.1-2 と 1-3 では同程度の剛

性だった。 

せっこうボード張りなしの試験体の耐力低下時の挙動

としては、振れ止めの変形（回転）に対し、スペーサー

がずれる等が生じ、スタッドのねじれ等の変形が進捗し

た。写真 2 に変形状況を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3 にボード張りの試験 No.2-1～3-3 の荷重-変形関係を

示す。片面ボード張りは初期剛性としてはボード無し

（No.2-1）と比べても大きな差は生じなかった。両面ボー

ド張りは、ボード張りなし（No.3-1）の仕様に比べ剛性が

高い傾向を示した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4 に振れ止め位置の比較として荷重-変形関係を示す。

ボード張りなしでは振れ止め位置への加力と比べ、振れ

止め間中央への加力では、67%程度の剛性を示した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4. まとめ 

結果の解析等今後の課題として、振れ止めを含む壁下

地材の強度、剛性に関する実験結果を示した。 
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最⼤荷重 剛性(1000N)

N N/mm

1-1 2,169 113.5 - スペーサーのずれ スタッドの回転

1-2 2,723 171.2 1.51 振れ⽌めの回転 振れ⽌めの変形

1-3 3,135 179.3 1.58 振れ⽌めの回転 スタッドの回転

2-1 3,257 219.3 1.93 スペーサーのずれ ボードの割れ

2-2 4,326 243.5 2.15 振れ⽌めの回転 ボードの割れ

2-3 4,697 271.1 2.39 振れ⽌めの回転 ボードの割れ

3-1 4,012 283.1 2.49 振れ⽌めの回転 ボードの割れ

3-2 4,702 366.2 3.23 振れ⽌めの回転 ボードの割れ

3-3 5,294 390.6 3.44 振れ⽌めの回転 ボードの割れ

4-1 1,307 - - スペーサーのずれ スタッドの回転

4-2 2,304 - - - ボードの割れ

4-3 3,636 - - - ボードの割れ

No.
荷重低下挙動 終局状況剛性⽐

表 2 試験結果一覧 

図 2 荷重-変形関係（No.1-1～1-3） 

No.1-1 No.1-2 

No.1-3 
比較 

写真 2 変形状況（No.1-1～1-3） 

No.1-1 No.1-2 

No.1-3（スタッド上部） No.1-3 

図 4 荷重-変形関係（振れ止め位置比較） 

No.1-1,4-1 比較 No.1-2,4-2 比較 

図 3 荷重-変形関係（ボード張り） 
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